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議事要旨(6) 財務諸表表示専門委員会における検討状況（包括利益の表示）について  

 

冒頭、新井常勤委員（専門委員長）より、財務諸表表示専門委員会において、国内の論

点整理について、企業結合の「ステップ2」の論点整理（包括利益の表示に関連する論点が

含まれている）と同じ時期(7月)の公表に向けて検討を行っており、今回は、前回の企業会

計基準委員会で取り上げた廃止事業の区分表示と並ぶ論点整理のもう一つの柱となる包括

利益の表示に関する部分の文案の骨格について意見を伺いたい旨の説明があった。引き続

き、荻原主任研究員より内容が説明された後、次のような質疑応答があった。 

 

（包括利益の表示を要求する根拠について） 

ある委員より、包括利益の表示を要求する根拠については十分な説明が必要であると

の意見があり、事務局からは、国内での導入を提案する際には根拠の説明が重要と考え

られるので、今後の文案の検討において考慮していきたいとの回答がなされた。 

 

（表示例について） 

ある委員より、論点の理解を明確にするためには表示例が必要ではないかとの指摘が

あり、事務局からは、本日の審議では企業結合の検討と重複する部分があるため省略し

ているが、論点整理には記載する予定であるとの回答がなされた。 

 

（株主資本等変動計算書との関係について） 

ある委員より、包括利益を表示すること自体に問題がないとしても、株主資本等変動

計算書の内容と重複が生じるため、その在り方を検討する必要があるのではないかとい

う意見があった。これに対して事務局からは、連結上は、表示に関してIFRSとのコンバ

ージェンスを図る観点から、少数株主持分相当分を含める形とするかどうかという大き

な論点があること、及び、株主資本等変動計算書についても見直しが必要であるか検討

していく旨の説明がなされた。 

 

以 上 


